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幼児期（年中～小学校低学年）

※「ACP、日本体育協会」で検索
アクティブ・チャイルド・プログラム（ACP）とは



多様な動きがで
きるように

スポーツの基礎
となる様々な

（多様な）動き

様々な遊びを
中心に

楽しく体を動か
す時間が大切

遊びを通した
運動を提供

体を動かすこと
が楽しいという

体験

多様な動き

遊びとして
の運動

楽しい体験



身体活動量と体力の関係（50m走）
10歳女子

平成29年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（2018）
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子ども時代の
身体活動

大人になって
からの身体活動

Boreham and Riddoch（2001）一部改変Boreham and Riddoch（2001）一部改変
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あなたは缶けりをしたことが
ありますか？（小学生）

Yes
25%

No
75%

その理由は何ですか？
（％）

場所が
なかった

友だちが
いなかった

時間が
なかった

缶けりを
知らなかった

37.3 33.3 12.0 10.7

空間、仲間、時間、手間

＋お茶の間



大人 子ども

興味関心必要性

偶発的意図的

体験的、試行錯誤的体系的、系統的

総合的領域限定的

子どもは小さな大人ではない！

大人と子どもの学習の仕方の違い



カッコイイ！

社会的価値観が内在化する

※自分の価値観として取り入れる

楽しい！

内発的に動機づけられる

※行動自体が目的となる

「健康・体力」→「カッコイイ・楽しい」へ



子どもの身体活動ガイドライン

1日に総計して
最低60分以上

社会性

不定愁訴

健康関連
体力

肥満

メンタル
ヘルス

成果を支える最低限の基準設定
子どもは、からだを使った遊び、生活活動、体育・スポーツを含めて、

毎日、最低60分以上からだを動かしましょう

日本体育協会（2010）



幼児期（３～６歳）の発達特性

身につけた動きを
繰り返し行う

↓
動き方が効率的、
合目的的になる

↓
動きがさらに上手に
行えるようになる

・基本的な動きの獲得：動きの洗練化



幼児期は、ぎこちなく無駄の多い動作から、合
理的・合目的的な動作へと洗練されていく

幼児期は、発育発達の個人差が大きい。
※タイムや距離に基づく量的な測定結果は、からだの大きさに
強く影響を受ける

動作の洗練化を評価する＝動きの質を観察する

基礎的動きの質的評価（観点）



運動パフォーマンス（できばえ）

運動に必要なからだの能力がどれだけ高いか

持っている能力をどれだけ使うことができるか



立ち幅跳びのパフォーマンス評価

量的（優劣）

○△ｃｍ

どれだけ どのように

/ 質的（介入・指導）



基本的な動きの洗練化（投げる動作）

幼児期運動指針ガイドブック（文部科学省）



動きの質を高める運動プログラム

スポーツ
遊び

・伝承遊び
・運動遊び

身体活動



子どもの動きを観察する

子どもの発達に応じた働きかけ
（言葉がけ、お手本、環境づくり）

引き出したい動き＝ねらい

それぞれの
遊びの中で



運動遊びプログラムの紹介

1. 発達段階に応じた遊びの展開例
特徴、応用、活用・展開例

2. 伝承遊びの活用
遊び方、発展例、安全配慮



さかなとり

Coaching Clinic 2013.10



ねことねずみ

Coaching Clinic 2014.08



幼児の指導法・指導技術

1. よい指導者としての観点

2. 指導のコツ

3. アレンジの仕方や発想

4. 安全管理上の配慮事項



1. 良い指導者としての観点

① 多様な動きを経験させ

る

② 一定の身体活動量と活

動強度を確保する

③ 発育発達の個人差に配

慮する

④ 次々にプログラムを展

開させる

⑤ できるようになったこ

とを認めてあげる

⑥ いつも元気で楽しい雰

囲気をつくる

⑦ こころの発達や社会性

の獲得にも配慮する

⑧ 異年齢交流を利用する

1. 良い指導者としての観点



平成22年度：
全国の小学校（22,258 校）と総合型地
域スポーツクラブ（2,905 クラブ）へ
の教材提供

平成 22 ～24 年度
普及講習会（理論＆実習）の開催
（約4,200 名が受講）

※主催事業のみの集計

平成27年度
全国のスポーツ少年団（33,000
団）への教材提供
平成27年度～
普及講習会（理論＆実技）の開催
平成28年度～
講師養成講習会（理論＆実技＆実習）の
開催



日本スポーツ少年団を中心とした
アクティブ・チャイルド・プログラム普及計画

（平成29年度～）

1. 普及講習会（3年間で約3,000名参加）
地域の指導者にACPを知ってもらうための講習会

※平成29年度：全国12会場で開催
2. 講師講習会（2年間で約200名参加）

各地域におけるACPの普及啓発を担う人材の養成
※平成29年度：全国4会場で開催

3. 普及支援
各地域におけるACP普及啓発活動の支援

※平成29年度：全国23地域を支援（約800名参加）

→各地域におけるACPの実践
自発的な運動を育む環境づくり
運動・スポーツの歓びを提供する



子供の運動習慣アップ支援事業
～スポーツ庁委託事業～（平成29年度）

1. 指導者の育成
運動遊び（ACP）を提供する指導者の育成

※全国5会場で開催

2. モデル事業の展開
幼稚園や放課後子供教室等へ指導者を派遣しACPを実践
教員や保護者への啓発活動

※全国5地区24会場で実践

3. 運営マニュアルの作成
地方公共団体等による事業普及のためのマニュアル作成

※今後の全国的な展開を支援

→教育現場へのACPの普及啓発
運動の習慣化を意図した日常的な取り組み
運動が苦手、無関心な子供へのアプローチ



幼少期における運動習慣の基盤づくりとは、

1. 多様な動きを経験する（身につける）

2. 運動・スポーツが楽しいという体験をする

3. 様々な運動遊びに取り組む（挑戦する）

そのためには、
→自発的な運動を育むための環境づくり、仕掛けが必須

具体的には、
→ACPを核にした

・スポーツ活動の多様化
・関係団体との連携・協働



http://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/index.html










